
令和４年度　学校評価書 えびの市立真幸中学校

評価基準：

評価項目 生徒 保護者 教師 学校の自己評価コメント 自己評価 関係者評価 学校関係者のコメント

生徒が主体的に取り組み、わかりやすい授業が
できていますか。

3.1 3.0 2.8

個に応じた指導を意図的に行っていますか。 3.3 2.9 3.0

授業で効果的にＩＣＴ機器を活用していますか。 3.1 3.0

教育課程特例校による「英語表現」の授業実践
が、外国語能力の向上につながっていると思
いますか。

3.0 2.9 3.3

小テストや単元末テスト等により学びの確認を
行っていますか。

3.2 2.8

定期テスト前に生徒が計画的に学習に取り組
むような手立てはできていますか。

3.1 2.8 3.1

定期テストや各種テストの分析を行い、落ち込
んでいる内容の補充を行っていますか。

2.9 3.1

小中合同研修会を通して、小中連携した一貫性
のある学力向上に取り組めていますか。

2.7 2.6

小学校との情報交換を日常的に行い、生徒理
解や生徒指導に生かしていますか。

2.3

多面的・総合的な情報による生徒理解が行わ
れていますか。

3.0 3.1 3.0

小さな予兆を見逃さず、積極的な生徒指導が
できていますか。

2.9 3.1

家庭や関係機関と連携した生徒指導を行って
いますか。

2.9 3.2

自他を思いやり、多様性を認め合う心が育成さ
れていますか。

3.2 3.1 3.0

生徒が居心地がよく、楽しいと思える学校づく
りをしていますか。

3.0 3.1 3.2

いじめ、不登校、非行等に対して組織的な対応
ができていますか。

3.4 3.2

いじめや不登校傾向を見逃さず、適切な対応
を行っていますか。

3.5 3.0 3.1

・教育の目的は人格の形成にある。価値観等が多様
化する今日、バランスのとれた生徒の育成は社会
の要請でもある。計画的・継続的な指導が必要とな
る。
・英検の取得率の高さに驚いた。
・英検取得率に感謝します。
・国際化に向け、英検の取得率向上は高く評価でき
る。
・学力向上の鍵は基礎基本の定着化である。教師の
人生観を通して、学ぶことの意義を理解させるため
の手法を提供することが必要である。

・地区内での学力が高いと思います。
・実力テストの結果を見ると、どの学年も地区平均
を上回っていてよい結果が出ています。
・学力の二極化においては難しいところかもしれな
いが、それぞれの学力に応じた指導内容にする等、
工夫して生徒のやる気を引き出してほしい。

・小学校との連携を密に行い、情報交換を行うこと
で、より生徒への理解が深まり、問題解決につなが
るのではないかと思います。
・小中連携に対しては無理に実施しなくても良いの
ではと思います。

・この年代は多感な年頃で感受性に富むと言われ
る。よって、学校・家庭・地域社会が連携を密にした
対応が重要となる。
・今日の社会は多様な社会問題が多発している。生
徒の心情も大きく揺れ動いていると思う。分別ある
言動が実践できる指導が必要である。

・教育相談やアンケートを行うことで、生徒の理解
やいじめについて早期に気づくことができるので、
とても良いと思った。
・スクールカウンセラーに相談し、悩みを抱えた生徒
や保護者が安心できたと聞きました。今後ともお願
いします。
・相談件数の増加はよい方向に向かっていると考え
ます。これからもさらに努力して下さい。
・生徒は楽しい学校生活が送れていると思います。
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〇各種調査結果から、どの学年も個人差が大きく、
学力の二極化がみられる。補充学習など個に応じ
た指導をさらに充実させていく必要がある。
〇ICT機器を効果的に活用する授業が増えてきて
いる。
〇英検取得率（３年生）は、準２級（高校中級程度）が
２４％、３級（中学卒業程度）が２６％と、国の目標
（３級以上５０％）に到達している。２年生でも準２級
に１０％以上の生徒が合格している。英検受検に対
する市の補助と、「英語表現」の授業実践が影響し
ていると考える。このことを、保護者に伝えていく
ことが課題である。

〇昨年度よりも、単元末テスト等による学びの確認
を実施する教科が増えてきている。学力定着のた
めにも、スモールステップでの評価を実施してい
く。定期テストの在り方も検討していく。
〇テストの結果分析をもとに、落ち込んだ内容を補
充するような取り組みを行っている。
〇定期テスト前の学習の取り組みについて課題が
あるので、学校での手立て、及び、家庭への啓発を
講じたい。

〇計画的な小中合同研修会や授業研究会を実施し
ている。回数は少ないが、内容を充実するように努
力している。今年度は道徳の授業公開を行った。
〇養護教諭や特別支援教育担当を中心に、気にな
る情報があれば、小中学校で共有して対応を行って
いる。
〇「知・徳・体」部会の取組を工夫・改善していきた
い。
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〇毎週水曜日に生徒理解の時間を設定し、生徒の
気になる情報を共有している。
〇スクールカウンセラーとの面談を計画し、悩みを
抱えた生徒や保護者との相談の場を設定した。昨
年度よりも大幅に相談件数が増えた。
〇学校での対応に対する家庭への報告をもう少し
密に行っていきたい。

○年間２回の教育相談を特設し、相談を通して生徒
理解を深めることができた。また、気になる生徒に
は随時相談を行った。
〇学習指導等支援教員を中心に、計画的な人権学
習を実施している。
〇毎月1回、「学校生活に関するアンケート」を実施
し、生徒の悩みの把握やいじめにつながる問題がな
いか把握している。
〇生徒の気になる情報に対して、職員個々ではなく
学年や学年を超えたチームで対応している。



日常生活におけ
る運動習慣作り
や部活動の充実
による体力・運動
能力の向上

生徒は、日常的な運動や部活動（社会体育を含
む）を通して体力・運動能力の向上を図ってい
ると思いますか。

3.2 3.1 2.9

〇校内での部活動加入率が年々減少してきてい
る。1年生は、社会体育に参加している生徒の方が
多い。
○本校は、大人数を要するチームスポーツの部活動
であるため、部員不足により単独では試合に出られ
ない部がある。今後も生徒数は減少するので、今後
の対応を検討する必要がある。

B

命を守る教育に関する学習を計画的かつ効果
的に実施していますか。

3.7 2.5 3.0

生徒は、自分の身を自分で守るような力が身
についていると思いますか。

3.2 3.0 2.7

日常生活を営む上での基本的感染対策の実践
がなされていると思いますか。

3.6 3.4 3.3

真幸中学校の生徒は規則正しい生活習慣が身
についていると思いますか。

3.1 3.1 3.0

部活動の活動時間や休養日の設定は適切であ
ると思いますか。

3.1 3.2 3.3

業務内容を見直したり効率化を図ったりして、
時間業務４５時間以内を目指していますか。

3.3 2.4

情報発信
学校での様子を学級通信やホームページなど
で積極的に発信していますか。

2.6 3.0 2.9

〇学校の様子は、ホームページを用いて定期的に
発信している。
〇学級通信は、担任が定期的に発行している。

B

Ｂ
(3.4)

・生徒の減少化に伴い、学校単位での部活動を維持
することは厳しい状況に来ている。社会体育への移
行も考えるべきである。
・部活動加入率の低下は、少ない生徒数のため、あ
る程度は仕方がないと思う。部の数を増やせない
事情も分かる。
・今後の部活動について、部員の人数減少や指導者
（外部コーチ）の存在等、問題も多く、部活動自体の
存続が心配されるところである。

・携帯電話の取扱が問題となっていると思います。
今の所大きな問題は起きていないが、今後注意が
必要であると思う。
・昨今の自然災害は予想を上回る規模で発生して
いる。自分の命は自分で守る意識を身につけさせ
る必要がある。
・不審者対応の避難訓練は必要である。

・コロナ禍の３年間もようやく減少化も見えてきた
が、この間学んだことは、基本的な生活習慣の重要
性であったと思う。
・感染対策が学校側も生徒たちにも徹底されてお
り、クラスターに繋がることもなくよかった。
・自転車通生のマナーやあいさつが素晴らしいで
す。

・教員の多忙化が社会問題となって久しいが、教員
自身に心身のゆとりがなければ、生徒とのコミュニ
ケーションも取りにくく、教育効果も期待できない。
業務の見直しが必要である。
・時間外でがんばっておられる先生方には本当に頭
が下がります。少しでも負担を減らして時間外をな
くしていけるよう見直しが必要であると思いまし
た。職員の身体や心労も心配。心や身体に余裕を
もって生徒一人一人と向き合ってもらうためにも
改善義務があると思います。
・先生方の負担軽減に努めてほしい。
・職員の負担が大変ですね。よりよい方法を望みま
す。
・先生方はもう少し仕事時間を減らされて下さい。
働き過ぎです。

・情報化社会の今日、開かれた学校が問われる中、
現状を発信することは不可欠である。

Ｂ
(2.9)
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〇年間3回の避難訓練に加え、交通安全教室にお
いて安全指導を行った。
〇必要な場面で不審者への対応を随時確認し、同
時に、職員で危機管理マニュアルの再確認を行っ
た。
〇実際の場面で活用できる避難訓練へと工夫した
い。
○不審者対応の訓練を検討していく。

〇消毒液の設置や換気など、基本的な感染対策を
講じた。その結果、学級閉鎖などの対策を講じるこ
とはなかった。
〇ほとんどの生徒は規則正しく生活している。
〇携帯電話の使用に関して、夜遅くまで画面を開い
ているなどの課題がある。閉級式前の家庭教育学
級では、宮崎県警に協力していただき、SNSの使い
方などの講話を行った。

〇部活動の休養日については、どの部も基本的に
守っている。
〇時間外業務の上限である45時間を半数以上の
職員が超えており、中には100時間を超える職員
もいる。基本的に専門教科を１人で全学級指導する
ので、教材研究の時間は１日１時間ほどである。授
業以外の業務も年々増えている。業務のスリム化を
図っていきたい。
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